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柳 勝文訳

「酒血VAASL学 校図書館員養成教育に関する基準」は

高校までのあらゆる教育現場の図書館 ・情報サー ビス

を作 りあげて管理する候補者 を養成する修士課程すべ

てに対 して、修士号の名称や職名に関わ りなく適用 さ

れる。 「学校図書館員」が、アメリカ ・スクール ・ライ

ブラリアン協会(..　 )と アメ リカ図書館協会(ALA)

の認める公式の名称である。ほかには、「学校図書館メ

ディア ・スペシャリス ト」 「司書教諭」 「図書館1青報ス

ペシャリス ト」「メディア ・コーディネータ」などがあ

る。

基準1:学 びのための教授

　候補者は効果的な教員であり、学習者や学びが分か

っていることを実践して示すことができ、協働 して計

画したりマルチプル ・リテラシーを教えたり探究学習

をしたりすることのモデルを示したり推進したりする

ことができ、学びの共同体の人々がアイデアや盾報を

使ったり生みだしたりできるようにする。候補者は生

徒を引きつける指導を立案 して実践し、探究したり批

判的に考えたり知識を得たり共有したりする生徒の能

力を向上させる。

構成要素

1.1　学習者や学びが分かっていること

　候補者は学びの諸様式や成長 ・発達段階、学びにお

ける文化的影響に精通している。候補者は学習者が必

要とするものを点検して、最良の教育実践例を反映し

た指導を立案する。候補者は生徒や学びの共同体の

人々すべてを支援するが、そこには学びの様式や身体

的 ・知的特別支援において多様な人々が含まれる。候

補者は21世 紀に必要なスキルを教えるときに生徒の

興味や必要とする学びに結びつけ、生徒の達成度を点

検するときにもそのスキルと関連づける。

1.2　効果的で博識な教員

　候補者は効果的な教授と学びの原則を実践して、活

発で探究に基づく学びに貢献する。候補者は教科教員

等と連携 して、一連の指導戦略と点検ツールを利用し

てデジタル時代の学びの経験と点検を立案・展開する。

候補者は、協働に基づく指導が生徒の成果に効果的で

あることを文書にして伝えることができる。

1.3　指導パートナー

　候補者は教員と協働するパー トナーとして、効果的

な教授と学びの原則の事例を示し、共有して、推進す

る。候補者は図書館や盾報活用と関連する場合に、カ

リキュラム作成に参加したり学校改善過程に取り組ん

だり教員の研修をしたりすることの重要性を認識して

いる。

1.4　21世 紀に必要なスキルと学びの基準との統合

　候補者は21世 紀に必要なリテラシーを支持して、学

校関係者が必要とする学びを支援する。候補者は教員

との協働に基づく指導法を計画 ・実践する方法を示す

が、指導内容は..　 『21世紀の学習者のための基準』

と州のカリキュラム基準に基づくものである。候補者

は現れつつある機器類を効果的で創造的な教授のため

の道具として使うことと、高校生までの概念の理解の

仕方や批判的思考、創造する過程とを統合する。

基準1の 点検項目表

容認できない水準

　次のことを候補者ができることを示す証拠が点検に

よって全然あるいはほとんど確認できない。

・AASL『21世 紀の学習者のための基準』に基づく学

　習者や学び、指導戦略や1青報資源について理解して

　いることを実践して示す

・専門職 と協働して、カリキュラム内容と研修の両方

　か一方を支援する

容認できる水準

候補者が次のことをできることが少なくとも1つ 、

点検の証拠として示される。

・教育関係者と協働して指導法を立案することで学習

者や学びについて理解していることを示すが、その

　指導法は生徒すべての学習様式やニーズ、関心や能
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カを支援するものである

・指導したり点検したりするときにさまざまな指導戦

略や盾報資源を活用することで、高校生までのマル

チプル ・リテラシーを育成して向上させる

・図書館や1青報利用に関する専門職としての研 彦浩動

　を確認して参加することで、すべての学びの共同体

の人々がアイデアや盾報を効果的に使えるようにす

　る

・指導するときに、現れつつあるテクノロジーを活用

することで、生徒の成果を高める..　 『21世紀の

学習者のための基準』に示されたスキルや資質、責

任や自己点検と、州の基準を推進する

目標とすべき水準

複数の点検で、候補者が次のことをできる証拠が示

される。

・探究に基づく情報リテラシー指導を立案して実践す

ることで、学習者や学びを理解しているモデルを示

　して推進して、高校生までの情報 ・メディア ・ビジ

ユ

アル ・テクニカル ・リテラシーを向上させる

・新たな機器類を様々な指導戦略に統合して、多様な

学習様式や関心、能力を持つ生徒すべてが探究した

　り、批判的に考えたり、矢「職を創造したりできるよ

　うにする

・教育者や関係者と協働して、生徒の成果を高めるカ

　リキュラム作成や学校の改善過程など研 彦活動に取

　り組む

基準1に 関連する研究

　基準1は 、学校図書館員候補者の探究学習を推進し

たり、マルチプル ・リテラシーを指導したり、多様な

学びの共同体のニーズに応える教授をしたりする能力

に焦点を当てている。指導を潮rJ化することは挑戦す

ることであり学校図書館員にとって大切であるのは、

生徒すべてに一年以上にわたって影響することも少な

くないからである。Kacha(2009)が 言及するのは、文

化や能力にかかわらず学校図書館員がすべての生徒に

あわせて指導するために独特の挑戦をすることである。

Mestre(2009)が賛同するのは、文化や能力で様々な生

徒のリテラシーのニーズに対応することが学校図書館

員に委ねられていることである。

　候補者は探究学習の手法を実践する必要がある。

Chuの 研究(2009)で は、総合学習や国語、情報技術の

教員が協働する探究学習の方が成績 も良く学びを向上

させることが文献で裏付けられた。Hoover(2006)は 、

学校図書館員には4つ の主要な職務(教 師、教授指導

のパー トナー、情報の専門家、プログラム管理者)が

あるとい う事実を考察 した。効果的な指導戦略やクラ

ス管理戦略、学校でリーダーシップを発揮する責任を

明らかにするメタ分析によって、内陸部教育学習研究

所(McREDの 研究員が見つけたのは、学校図書館員が

教科教員 と同じくらい指導戦略に精通す る必要がある

とい うことである。(Marzano,　 Pickering,&Po皿ock,

2001)

　協働は長い間、学校図書館員教育のスローガンであ

り、候補者にとっては挑戦することであ り続けている。

Bel　and　Kuon(2009)は 、オンライン授業で協働につい

て教えることを考察 した。その結果分かったのは、一

人でコンピュータ端末一台 しかない場 合でも協働が重

要 で あ る こ とで あ る。Kuhlthau,　 Maniotes　 and

Caspari(2007)の 発表では、情報 リテラシーを向上 させ

る大胆で革新的な手法 として 「誘導探究」について見

直す ことを議論 し、教授指導チームの一人ひ とりが持

つ 協 働 に 対 す る 責 務 に つ い て 考 察 し た 。

Stripling(2008)が 強調 したのは、探究に基づく教授指

導によって時間が多めにかかるとしても、学びの共同

体 と効果的に連絡を取 り合 って、探究す ることができ

るよ うに リーシップを発揮する必要が学校図書館員に

はあるとい うことである。

　要す るに、情報検索や 盾報伝達、情報デザインは変

わ り続けている(Warlick,2009)。 学校図書館員の候補

者は21世 紀の基準やツール類を受け入れなければな

らない。インターネ ッ トによって社会環境が大胆に進

化 していくなかで、学校図書館員はソーシャル ・メデ

ィアを使って、管理職 や教科教員 と課題について議論

した りパー トナーシップを構築 した りするだけでなく

(Lamb&Johnson,2008)、 教授や学びに影響 しなけれ

ばならない(Naslund&Giustini,2008)。 プログや ウィ

キ類、ソーシャル ・メディアを教授指導の ときに使 う

ことで、探究することを学んだ り情報を共有 して批判

的に考えた りすることを学ぶ生徒を引きつけることに

なるのである。
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基準2:　 リテラシー と読書

　候補者は学びや個人的成長、娯楽のために読書を推

進する。候補者は子どもやヤングアダル トが読むもの

の動向を知り、多様なメディアで読むものを選んで、

情報を得るためや娯楽のため、生涯学習のために読む

ことを支援する。候補者は多様な戦略で教室における

読書指導を強化して、読者すべてのニーズや関心に対

応する。

構成要素

2.1文 献

　候補者は子どもやヤングアダル ト、専門家のための

幅広い文献について多様なメディアや言語で精通して、

情報を得るためや娯楽のため、生涯学習のために読む

ことを支援する。

2.2読 書推進

　候補者は多様な戦略で娯楽の読書を推進して読書が

個人的に楽しいことを示 して、創造的表現の習慣や生

涯にわたる読書を推進する。

2.3多 様性の尊重

　候補者は読書や調査のための素材を印刷物やデジタ

ルメディアで構築して、高校までの生徒やその周囲の

人々の多様な発達段階や文化、社会や言語といったニ

ーズに対応することができることを実践して示す。

2.4　リテラシー戦略

　候補者は教科教員と協働 して幅広く読書指導戦略を

推進し、高校までの生徒に文章から意味を見いだすこ

とがきちんとできるようにする。

基準2の 点検項目表

容認できない水準

　次のことを候補者ができることを示す証拠が点検に

よって全然あるいはほとんど確認できない。

・文献を使いながら読むことを推進したり支援したり

　する

・読者すべてのニーズに対応する読書指導やコレクシ

　ョンの構築を方向付ける

容認できる水準

候補者が次のことをできることが少なくとも1つ の

点検の証拠として示される。

・子どもやヤングアダル トが多様なメディアで幅広い

読書の素材を使って読むことを推進して、情報のた

　めや娯楽のため、生涯学習のために読むことを奨励
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する

・教育者と協働 して教室における読書指導を強化 して、

多様な読書戦略を使って高校までの生徒が文章から

意味を見いだす能力を向上させる

・読書する素材 となるコレクションを作 りあげ、娯楽

のための読書を推進し、読者すべてのニーズや関心

に対応するようにする

目標とすべき水準

複数の点検で、候補者が次のことをできる証拠が示

される。

・子どもやヤングアダル ト、教育専門職が上質で関心

の高い文献を読むことを推進するが、その文献は印

刷物とデジタルメディアとで、発達段階や文化的背

景、社会的背景や言語的背景において高校までの生

徒とその周囲の人々の多様な側面を反映させたもの

である

・関心を引きつける正統的な指導戦略を使って教室に

おける読書指導を強化し、生涯学習を支え、高校ま

での生徒とその周囲の人々が文献を正当に理解して

　自己啓発や創造性に富んだ取り組みをできるように

する

基準2に 関連する研究

　21世 紀の学びの基盤 となるスキル として、リテラシ

ー と読 書 に学 校 図 書 館 員 は 焦 点 を 当 て る
。

Krashen(2004)が 発表 した調査では、読書 とい う行為

そのものが読書スキル とリテラシーを向上させる主要

な手段である。 自由で自発的な読書 とい う、 リテラシ

ーを最 も効果的に向上 させ る手法に必要なのは、幅広

い種類の読書の素材が多様な形式で手に入れられるこ

とである(Krashen,2004)。 読書における学校図書館

員の役割の一部 としてAASL(2009)が 明示 したのは、

学校図書館員が子 どもやヤングアダル トのための上質

な読書の素材 を多様な形式で 「深 く理解」していなけ

ればならないとい うことである。 さらには、学校図書

館員は学習者 に対 して情報や娯楽、 自己啓発のために

興味を引く素材 を多様に提 供しなければならない し、

教職員に対して仕事に関連する素材を提 供しなければ

ならない。

　 若 い 人 た ち が 読 む よ う動 機 づ け る に は 、

Terelease(2006)が 強調 したように、読書を楽 しい体験

となるよう読者の関心に対応する素材を備 えることが

重要である。このことから必要なのが多様で幅広いコ

レクシ ョンを備えることである。そ うす ることによっ

て、発達段階や文化的、社会的、言語的ニーズや関心

において多様な読者に応 えることができるのである。

Lanceら(2005)が 見いだしたのは、冊数や幅広 さと同

様に古くなっていないことが大切であることである。

新 しい資料の多い図書館のほうが、生徒の読書 レベル

が向上するのである。

　訓練 した学校図書館専門職がいることは、若い読者

が読書好きになった り生涯学習者になった りすること

を推進 した り、導いた り、元気づけた りするうえで力

強 く影響する。..　 (2009)は 学校図書館員に指示 して

生徒に音読 してブック トークさせたが、それは読書 唯

進の手法の1つ として、読書における役割の一部であ

るとした。米国教育省の読書 委員会が確認したのは 「読

書において実際に成功す るために必要な知識を作 りあ

げるただ1つ の最 も大切な活動は子 どもたちに音読す

ること」で、すべての学年で実践が続けられているの

である(Andersonら,1985)。 さらには、調査が示唆す

るところでは、直接奨励することが実際の読書量に強

く影 響 す る との こ と で あ る。Morrow(1982)や

Shin(2004)が 見いだしたのは、子 ども達に読書を奨励

することが読書を推進す る確かな要素であるには、手

に入れられる読書の素材が興味深 くて理解 しやす くな

ければならないとい うことである。

　直接奨励するのと同様 に重要なのは、公式、非公式

に読書するモデルを示す ことで読者に確かなメッセー

ジを伝えることである。Trelease(2006)が 明示 したのは、

読者を動機づける重要な要素の1つ が、周囲の大切な

人々が読書するモデルを示すことである。い くつかの

研究で明 らかになったのは、子 ども達は人々が読書す

るのを見るときのほ うが読書することが多い とい うこ

とである(Krashen,2004)。 全体としては、生徒の多く

が学校図書館に対 して、読書に関心を持つことや読む

本を見つけること、読書を向上 させることやもっと楽

しく読書す ることを助けて くれ ると考えている(Tbdd,

2005)

　学校図書館員は読むスキルや理解力を向上 させるた

めにも重要な役割を果たす。学校図書館は読書や読む

過程を強化するうえで、学校図書館員が教科教員など

専門職 と協働することが最適である。いくつかの研究

で明らかになったのは、学校図書館員が教科教員 と協

This document is translated and published with permission by the American Association of School 
Librarians (AASL). Any further distribution or publication of this translation requires permission by the 
AASL (aasl@ala.orq).

120



柳　勝文　 ALA/AASL学 校図書館員養成教育 に関す る基準(2010)

働 して読 書 指 導 す る とき に 生 徒 の 読 む ス キル が 向上 し

て い る こ とで あ る(Lance　 et　a1.,1993;Lance　 et　al.,

2000;Roscello　 and　Webster,2002)o
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基準3:情 報 と知識

　候補者は、モノとして、デジタル1青報として、そし

て仮想メディアとして情報資源のコレクションに倫理

的で公平にアクセスするモデルを示して推進する。候

補者は幅広い情報資源やサービスについて知っている

ことを実践することで示 し、学びの共同体の多様なニ

ーズを支援する。候補者は調査戦略を幅広く用いるこ

とを実践することで示して、実務を改善する知識を生

みだす。

構成要素

3.1効 率的で倫理的な情報探索行動

　候補者は多様な生徒の情報ニーズを認識 して支援す

る。候補者は、生徒や教師、管理職が特定の目的のた

めに情報を見つけて評価 して倫理的に使 うことができ

るよう複数の戦略モデルを示す。候補者は生徒や教師、

管理職と協働して、情報を効率的に入手し、解釈して

伝える。

3.2情 報の入手

　候補者は、開かれた形で醐幾応変に図書館サービス

が使えるよう支援する。候補者は、情報資源やサービ

スを公平に使うことに対する物理的、社会的、知的障

壁となるものに対処して解決策を展開する能力がある

ことを実践することで示す。候補者は、印刷物や非印

刷物、デジタルメディアといった様式で1青報を入手し

やすくする。候補者は、倫理的で法に則った専門職の

行動規範のモデルを示して伝える。

3.3　情報テクノロジー

　候補者は、今日的な学びの経験を立案 してなじませ

る能力があることを実践することで示すが、その経験
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はデジタル機器や情報資源を使ったもので生徒を正統

的な学びに引きつけるものである。候補者はデジタル

機器について最新のものや現れつつあるものを使って

情報を見つけ出して分析し評価して使 うことを効果的

にするモデルを示し、他の人々が使いやすくして、デ

ジタル社会における調査や学び、創造や伝達を支援す

る。

3.4調 査と矢「識の創造

　候補者は、根拠に基づく実地調査をしてデータを集

める。候補者はデータを解釈して活用し、新たな知識

を創造して共有し、学校図書館における実践を改善す

る。

基準3の 点検項目表

容認できない水準

　次のことを候補者ができることを示す証拠が点検に

よって全然あるいはほとんど確認できない。

・高校までの生徒や周囲の人々が効率的で倫理的な仕

方で1青報を公平に入手することを支援するサービス

　や指導を立案する

容認できる水準

　候補者が次のことをできることが少なくとも1つ の

点検の証拠として示される。

・情報資源やサービスを使 うときの障壁となっている

　ものを減らすことで、多様な学校関係者が印刷物と

　デジタルメディアで盾報資源を柔軟で公平に入手で

　きるようにする

・教師と励動して指導方法を立案して実施することで、

　高校までの生徒が情報を倫理的で効率的に入手して

　評価して活用する能力を向上させる

・最新のものや現れつつあるものまでテクノロジーを

指導に統合 して、デジタル社会における探究学習や

　学び、情報の創造や伝達を支援する

・根拠に基づく実践方法を使って調査からデータを集

　めて解釈して活用して、学校図書館の実践を改善す

　る

目標とすべき水準

　複数の点検で、候補者が次のことをできる証拠が示

される。

・学校関係者すべてと協働 して公平で開かれた1青報の

　入手ができるようにして、学校図書館の情報資源や

　サービスを使 うときの物理的、社会的、知的障壁と

なっているものに対する解決策を展開する

・高校までの生徒や研 彦に参加する教師や管理職に対

して、正統的な方法と今日的な方法での学びの経験

を立案 して実施することを通して、効率的で倫理的

な盾報探索行動のモデルを示して推進する

・高校までの生徒や周囲の人々が最新のものや現れつ

つあるものまで含めたテクノロジーを使って情報を

入手することを増やすことで、情報を入手し、解釈

して、伝達することを支援する

・幅広い調査戦略を使って、新たに情報を創造したり

学校図書館における実践を改善したりする

基準3に 関連する研究

　基準3が 焦点を当てる学校図書館員候補者の能力は、

モノとして、デジタル盾報として、そして仮想メディ

アとしての情報資源コレクションを倫理的で公平に入

手 して活用することを推進するというものである。

Boelems(2007)は 、学校図書館員ができなければなら

ないこととして 「設備として伝統的、デジタル、そし

て仮想のものを備えた学校のなかの場所を管理して、

教師や児童が新しい種類の情報を入手できるようにす

る」ことを挙げている(p.67)。このように、学校図書館

員にとって、伝統的な情報資源の普及を推進すること

と同様に新しい情報提供方法のモデルを示して普及を

推進することにも挑戦することが最重要なのである。

　学校図書館員は多様な学生が公平に情報を入手

できるよう常に挑戦してきたのであるが、今 日の挑

戦は手ごわい(Simpson,2003)。 新しい時報機器を利

用できないのは、単にデジタル ・デバイ ド(Haycock

&Sheldon,2007)で あるだけでなく、情報格差でも

あるのである。学校図書館員は、生徒や教員など学

びの環境をともにする人々すべてに対して、情報を

入手するときに知的、物理的、そして経済的な障壁

となっているものをどんなものでもすべてなくすよ

うしっか り仕事をしなければならない。根拠に基づ

く実践的研究では、公平に入手することの重要性に

ついて知ることを推進 して共有することが学校図書

館員にできるものとしている(Martin&Tallman,

2001;Howard&Eckhardt,2006)o

　学校図書館員はまた、多様な生徒の情報ニーズを

見極めて支援していく必要がある。 自分だけでこの

ニーズに応えることはできない。学校図書館員は教
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師 と協働 して生徒すべてのニーズに応 えられなけれ

ばな らない。Hoover(2006)は 、教科教員と協働す る

一方 で
、協力的な学びに生徒 を引きつける手法を述

べている。Kuhlthau,　 Maniotes,　 and　Caspari(2007)

は、「誘導的な探究学習」を 「学校 図書館員 と教師の

指導チームによって立案 ・誘導 され る、統合 されて
一体 となった探究学習」(p .1)としている。統合 した

り協働 した りして初 めて、生徒の多様 なニーズに応

えられ るのである。

　 ソー シャル ・ネ ッ トワーキングやプ ログ、ウィキ

や ショー トメッセージ、携帯メールはイ ンターネ ッ

トと同様 に膨大な量の情報をすばや く提供す る。調

査では、生徒が経験豊富な研究者でない ことが示 さ

れ ている(Scott&0'Sullivan,2005)。 　Kuhlthau,

Maniotes,　 and　Caspari(2007)が 描写 した過程では、

カ リキュラム内容 と情報 リテラシーの概念が統合 し

て今 日的な意味を持つ学びを創造 してい る。生徒が

多様 なメデ ィアで向き合 わなけれ ばな らない大量 の

情報 を評価できるようになってほ しいなら、情報 リ

テ ラシーのスキルは不可欠である。Hamiton(2007)

が述べているように 「私たちは専門職 として重大 な

局面にあ り、 この機会を しっか りつかんで学びの共

同体の人々 と協働 して、率先 して情報 リテラシー を

解釈 して教授す る必要があるのである」(p.52)。

　 どのよ うな研究課題でも、倫理的な調査 と文献照

合 をしなければな らない。生徒の多 くは調査のスキ

ル がないだ けで な く、剰窃 を悪い と思 っていない

(Johnson,2003)。 　Butler(2007)が 強調 したのは、著

作権を教えることの重要性についてである。しか し、

Johnson(2003)が 指摘 したのは、倫理 的な研 究方法

を教えるには学校図書館員が教師を基本研究資料以

上の ところへ駆 り立て る必要があるとい うこ とであ

る。学校図書館員は、入手 した情報 を使って課題 を

解決す ることを強調す る必要があるのである。 この

よ うなスキルを身につけることで、生徒ば1青報 リテ

ラシーのスキル を身 につ けて21世 紀に立ち向か う

のである。

　 さらには、学校図書館員は しっか り仕事を して、

実務 を向上 させて学校図書館 プ ログラムを効果的に

す る証拠 とな る ものを集 めな けれ ばな らな い。

Todd(2003)に よると、学校 図書館員は、学校図書館

プログラムやサー ビスが生徒 の学びに対 していかに

影響力があるかを文献で示 さなければならない。

Toddの 主張では 「証処を集めることで、図書館員が

生徒の達成度に貢献したり、重要な態度や価値観 の

形成に関わったり、自尊心の形成に関わったり、よ

り効果的な学びの環境の構築に関わったりすること

にいかに死活的な役割を果たすことができるかはっ

き り示 す の で あ る」(p.54)。Geitygey　 and

Tepe(2007)は データを集めて発表することの重要

性を強調し、根拠に基づく実践を展開することで学

校図書館員が 「図書館サービスの継続的な改善」に

向けて働 くことができるとしている(p.10)。
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基準4:支 持活動 とリーダーシップ

　候補者は大胆な学校図書館プログラムと積極的な

学習環境を支持するが、それ らは生徒の学びや成果

に焦点を当てたもので、教師や管理職、図書館員や

関係者 と協働 した り連携 したりすることでなされる。

候補者は学びの継続と研 彦に尽力 し、教育者の研 彦

活動を先導する。候補者は、学校図書館が生徒の成

果に貢献する方法を明らかにすることでリーダーシ

ップを発揮ずる。

構成要素

4.1図 書館関係者 との連携

　候補者は、他の図書館 との連携関係を築いた り図

書館員の間の協力関係を強めた りして、情報資源を

共有した りネットワークを作ったり情報を入手しや

すくしたりする。候補者は学習者の社会的 ・知的ネ

ットワークに参加 した り協働 したりする。

4.2研 彦

　候補者は専門職としての意識を強く持つモデルを

示して、図書館協会等に加入 して専門職としての成

長や リーダーシップを身につける機会に参加 し、関

連諸会議に出席 し、専門誌を読み、ネットワーク情

報資源を探索する。候補者は継続的な専門職 として

の成長を計画する。

4.3　 リーダーシップ

候補者は、そのときの教育関連の取 り組みを踏ま

えた うえで、生徒の学習成果に強く影響を与えるた

めに学校図書館プログラムが果たす役割や関連性に

ついてはっきりと示すことができる。根拠に基づく

実践例や教育 ・図書館調査から得られた知見を用い

て、図書館プログラムが学校の改善に向けた取 り組

みを推進させる方法を候補者は伝えることができる。

4.4　支持活動

　候補者は学校内外から、学校図書館プログラムに

大きく影響を与えられる人々を見つけ出す。候補者

は、学校図書館 ・情報プログラムや盾報資源、諸サ

ービスを支持する計画を立案する。

基準4の 点検項 目表

容認できない水準

　次のことを候補者ができることを示す証拠が点検に

よって全然あるいはほとんど確認できない。

・学校や地域のなかで学校図書館プログラムを積極

　的かっ生産的に方向付けたり支持 したりする

容認できる水準

　候補者が次のことをできることが少なくとも1つ の

点検の証拠として示される。

・学校図書館プログラムが生徒の成果に大きな影響

　を与えるために果たす役割をはっきり示すこと

　によって、大胆な学校図書館プログラムを支持 し

　て積極的な学習環境を築く

・研 彦活動を展開して、生徒や教育者、周囲の関係者

　のための学校図書館プログラムや盾報資源、諸サー

　ビスの認知度を高める
・学校図書館員や1青報専門職、諸{rr関と連携して、情

　報資源共有や盾報入手を推進するために協力する取

　 り組みを確立する
・職能団体の重要性をはっきり示して、継続的な研 彦

　を立案する

目標とすべき水準

　複数の点検で、候補者が次のことをできる証拠が示

される。

・研修の機会を立案して先導して、学校図書館の情報

　資源や諸サービス、諸活動が生徒の学業成果に強く

　影響することをはっきり示して、力強い学校図書館

　プログラムを支持する

・教育や盾報の関連諸団体で活発に貢献して、学校図

This document is translated and published with permission by the American Association of School 
Librarians (AASL). Any further distribution or publication of this translation requires permission by the 
AASL (aasl@ala.orq).

124



柳　勝文　 ALA/AASL学 校図書館員養成教育 に関す る基準(2010)

　書館の先進事例を紹介する機関誌や諸会合、オンラ

　インでの研修を活用して社会的 ・知的ネットワーク

　に参加する

・調査など根拠に基づいたデータや盾報を使って、学

　校の改善への取り組みや研 彦計画に貢献したり先導

　したりする

基準4に 関連する研究

　生徒や学びを取り巻く学校図書館支持活動は自然な

っながりに包まれている(Logan,2008)。Loganに よる

と、研究に次ぐ研究から、学校図書館は教育目標を達

成する手段として良好な学校に共通して見られる。根

拠に基づく実践をすることで、学校図書館専門職には

強固な基盤があり、そのために意志決定者が生徒の手

助けとなるよう学校図書館を充実させて改善させるの

である。

　他の専門職や新しい考え方、ツール類を活用して専

門職の職務を果たすことは、学校図書館員が専門職と

して成長するために必要である。こういった活動に参

加することは、生徒や教師にも機会を提供することに

なる。学校図書館の人々は、生徒の手助けとなるよう

図書館プログラムを協働して改善する取 り組みのなか

で有望なパー トナーを教育しなければならないのかも

しれない。Bush(2007)が 述べるように、私たちは 「良

い仕事を正しい場所すべてですることによって、それ

を自分たちが続けられるようにする傾向」がある。支

持活動には、図書館や図書館員が学業と社会の両面で

いかに生徒の手助けとなるかを学校関係者に知っても

らう側面もあるのである。図書館に関連して人々が協

働したりネットワークを築いたりすることは、すべて

の関係者を励ますことになるのである。Hartzel(1999)

が述べるところでは 「図書館支持活動は、図書館サー

ビスを効果的にするのに不可欠であるが、場所によっ

ては図書館を存続させるために不可欠なのである」。

　Hand(2008)に よれば 「教室計画で図書館と情報資源

を統合させるよう継続的に支持することに、私たち学

校図書館専門職すべてが焦点を定め続けなければなら

ないのである」。Morris(2004)が強調するのは 「教師に

使ってもらう最良の方法は、一人ずつ個別に留意した

り職業的関心を持ったりすることであり、そうするこ

とで教師が教材を集めて整理して授業をする手助けと

なったり協働 して支援してより良い教師にしたりする

こ とである」(p.127)。 『The　Library　Advocate's

Handbook』(American　 Library　Association,2006)は

図書館を支持することについてかけがえのない支えと

なってくれるものであ り、この取 り組みで使 うことの

できる協働に向けたツール類を重視 している。

参考文献

Boelens, H. (2007). Knowledge management in 

secondary schools and the role of the school 
librarian.  School  Libraries Worldwide,  13(2), 

 63-72. 
Butler, R. P. (2007).  Borrowing media from 

around the world: School libraries and copyright 
law. School Libraries Worldwide,  13(2), 73-81. 

Geitgey, G. A. & Tepe, A. E. (2007). Can you 

find the evidence-based practice in your school 
library? Library Media Connection  25(6),  10-12. 

Hamilton, B. J. (2007). Transforming information 
literacy for NowGen students. Knowledge Quest, 

 37(2), 48-53. 
Haycock, K., & Sheldon, B. E. (2008). The 

portable MLIS: Insights from the experts. 
Westport, CT: Libraries Unlimited. 

Hoover, C. (2006). Research-based instructional 
strategies. School Libraries Activities Monthly, 

22(8), 2608. 
Howard, J., & Eckhardt,  S. (2006). Leadership, 

action research, and the school librarian. 
Colorado Libraries, 32(4),  61-2. 

Johnson, D. (2003). Learning  right  from wrong in 
the digital age: An ethics  guide  for parents, 
teacher, librarians and others who care about 

 computer-using young people. Worthington, 
OH: Linworth Publishing. 

Kuhlthau, C. C., Maniotes, L. K., & Caspari, A. K. 

(2007). Guided inquiry: Learning in the 21st 
century. Westport, CT: Libraries Unlimited. 

Martin, J., &  Tallman, J. (2001). The 
teacher-librarian as action researcher. Teacher 

Librarian, 29(2), 8-10.

基準5:プ ログラム管理 と運営

This document is translated and published with permission by the American Association of School 
Librarians (AASL). Any further distribution or publication of this translation requires permission by the 
AASL (aasl@ala.orq).

125



京都女子大学図書館情報学研究紀要 第2号(2014年9月)

候補者は学校図書館プログラムや盾報資源、諸サー

ビスを計画、展開、運営、評価する。一連の活動は、

図書館学や教育、管理や運営の倫理や原則に則ったも

のであり、学校における図書館プログラムの使命を支

えるものである。

構成要素

5.1　コレクション

　候補者は専門の選書ツールや評価規準を使って、印

刷物や非印刷物、デジタル盾報資源を評価して選ぶ。

そうすることで、生徒や教師、管理職の持つカリキュ

ラムや個人的なもの、職業に関するものにおいて多様

に対応するような構成で質の良いコレクションにする

ことができるのである。候補者は現行の目録規則や分

類法といった原則や基準に則って整理する。

5.2職 業倫理

　候補者は専門職としての倫理的原則を実践し、知的

自由とプライバシーを支持 し、デジタル環境下の市民

権とそれに伴う責任について推進してモデルを示す。

候補者は情報やアイデアを倫理的に使 うことを学校関

係者に教える。

5.3人 事、予算獲得、施設

　候補者は、人材や盾報資源、設備や備品について計

画し、予算獲得し、評価するときに最良の実践を適用

する。候補者は図書館施設を整理して、情報資源や諸

サービスの利便性を高めたり、利用者すべてが情報資

源すべてを公平に入手できるようにしたりする。候補

者は方針と手順を作りあげ、実行し、評価して、学校

図書館における教授と学びを支援する。

5.4　戦略的な立案と点検

　候補者は生徒や教師、管理職や地域の人々と意見交

換し、励動して学校図書館プログラムを作りあげるが、

そのプログラムでぽ1青報資源 と諸サービス、諸基準が

学校の使命と調整されている。候補者はデータと情報

を効果的に使って、図書館プログラムが関係者の多様

なニーズにどのように対応しているか点検する。

基準5の 点検項 目表

容認できない水準

　次のことを候補者ができることを示す証拠が点検に

よって全然あるいはほとんど確認できない。

・情報資源や諸サービス、プログラムを管理 して、高

　校までの生徒の多様なニーズに対応する
・専門職としての倫理の原則や基準を認めて理解する

容認できる水準

　候補者が次のことをできることが少なくとも1つ の

点検の証拠として示される。

・印刷物や非印刷物、デジタル盾報といった学校図書

　館コレクションを評価 ・管理 ・整理して、教授や学

　びという学校の使命を支援する
・専門的職務やプログラムに関する決定をするとき、

　現行の基準や倫理規定、教育や盾報の専門職の原則

　に基づく

・図書館のコレクションや方針、手順を作りあげ、管

　理し、整理することで、学校図書館の情報資源や諸

　サービスが自由に使えるようにする

・データや盾報を使って、いかに学校図書館プログラ

　ムが高校までの生徒や周囲の人々の多様なニーズに

　応えるかを評価 して伝える

目標とすべき水準

　複数の点検で、候補者が次のことをできる証拠が示

される。

・情報資源や諸サービス、方針や手順、プログラムを

　伴った強固な学校図書館プログラムを立案し、運営

　し、推進することで、学校の使命に沿って、専門職

　としての倫理の原則や現行の基準にかなうようにす

　る

・知的自由や知的財産権、プライバシーに対する権利

　に関するデジタル環境下の市民権に伴 う責務を明確

　に表現してモデルを示す

・印刷物や非印刷物、デジタル1青報といったコレクシ

　ョンを利用できるようにするが、そのコレクション

　は指導することを支援 して向上させるものであり、

　高校までの生徒や周囲の人々の多様なニーズや関心

　を反映するものである

・学校図書館の物理的な資源(設 備 ・備品)や 財政的

　な資源(予 算)、人的な資源(人 事)を 管理し、整理

　し、評価することで、学校図書館プログラムが関係

　者すべてのカリキュラムや個人的な関心、職務に関

　連する関心を認識し、賞賛して、支援するようにす

　る

基準5に 関連する研究

Empowering  learners: Guidelines for school
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library programs(2009)で アメリカ ・スクール ・ライブ

ラリアン協会が一連のガイ ドラインを作ったときの信

念は 「学校図書館メディア ・プログラムがしなければ

ならないのは、柔軟な学びの環境を作ることに焦点を

当てること」とともに 「生徒が批判的に考 えることが

できた り、情熱 を傾けて読むことができた り、巧みに

調査できた り、情報を倫理的に使 うことができた りす

るようにすることである」(p.5)。基準5が 焦点を当て

ているのは、候補者のスキル として、学びの環境を作

ることができる一方で、組織のなかでリーダーシップ

や管理能力を発揮できることである。

　Iancoln(2009)が 記す ように、倫理的な振る舞いを生

徒に教えてモデルを示すには、調査や教員 との継続的

な交流が必要である。情報を電子的に入手す ることは、

教育界に懸念を多 くもたらした。学校図書館員は情報

を使 う人々のなかで知的財産権を推進す ることを先導

する。

　物理的な学びの環境を作るとき、学校図書館員は方

針 と手順 を作 りあげた うえで、人や情報、物理的情報

資源を立案 し、予算をつけ、評価する。Rosenfeld　and

Loertscher(2007)が 示唆するのは 「学校図書館は四面

の壁を越 えて存在 して、現実 と仮想で適切な質の良い

情報資源を365日24時 間休みなく提供す るのである」

(p.vの。　Johnson(2003)が 記すように、図書館 は 「ハイ

テク」 と同時に 「ハイタッチ」でなければならず、そ

うすることで利用者は必要な情報を歓迎 され る環境で

見つ けることができるのである(p.387)。Wbols(2004)

が固く信 じるのは、学校図書館員は与えられた場所だ

けで満足する必要はなく、「図書館メディア施設を点検

して改善す る」ことが学びの環境の重要な一部である

ことを知る必要があるとい うことである(p.117)。

　 この こ とは戦 略的 な立案 と点検 につ な が る。

Neelameghan(2007)が 考えたのは、図書館盾報資源の

管理を考 えた場合の生徒の成果 と質の良い図書館プロ

グラムが与える強い影響についてである。図書館プロ

グラムを立案 して点検す ることを通 して、生徒は学び

やすくなるのである。
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